










1.調査目的

　月経不順の中には無排卵症や黄体機能不全などで妊娠しにくい条件が具わっ

ているが,もしこのような月経不順の婦人が妊娠した場合には,卵巣の発育不全

による妊娠前および妊娠初期の内分泌環境の変化,卵胞期の延長に伴う変性卵

の排卵による受精,黄体機能不全などの場合には着床期の内分泌異常などが考

えられ,これらによる児への何らかの障害をもたらすものと考えられる。この

因果関係を臨床的に検討することを目的に調査した。


